
霞本国 諏寵工科大学 と 中華八民共和国 北京工業大学 との

霧力と交競矩関する揚定

日本国の前橋工科大学と中華人民共和国の事を京工業大学態.学 術及び教育上の交競
を提進することまこつ幣ヽて、数下の項目に合意する。

1 双 方の大学は、相互理解と親善の精神をもつて協力し、友好の絆を深めることをこ

合意する。

2 双 方の大学機、相互の緊密な協力|こより、蔀馬の教機員、研究者及び学生の交流
並ぴ'こ、学術文議の交換を行 うものとする。さらに、共同研究など広く学術及び教

育上の交流を4是進するものとする。

3 こ の協定により、直ち士こいかなる資金の確保がなされるものではないが、双方は、
可能な限りすこおャ`て共同事業を支援するものとする。事業や落動への参加費は、911

途合意がなされない服り、原則 として、各々の大学が負担するものとする。

4 こ の議定の実施すこついて館、既方で揚議し合意するものとし、必要に応 じて双方
の責任者すこより実施につし▼ての覧え書を作成するものとするG

5 以 上の活動を通じて、双方,ま、日本と中国の友好と親善を促進し、両国の学術文
化の交流に寄与するものとする。

6(こ の協定書の期関盤5年 とするものである)こ の揚定書fま、双方の署名が完了し

た日から勤力を発するものとし、その後は、5年 ごとに継続の手続きをするものと

する。ただし、いずれの大学も他方の大学に対し、この協定を終了させる意思を書
面,こより運知する場合はこの限りですまない。

7 い ずれの一方も6か月説まで,こ、書面により他方の大学に通知することにより、
この協定の満鞠材こ先立ってこの協定を終了させることができる。この場合、すで,こ

承認されている事業者しく,ま活動について、この協定のもとで完成させることが詳
さオしるものとするG

この協定書rま、霞本語、中国語及び英語をこより作戒され、ともrこ効ヵを有し、双方
がそれぞれ一部ずつ保存ザ

~る
ものとする。

み。/ュ牢

出
辻 幸 和

29/多年十 月r♂日ガ
孝
７
伊
ヵ 孝免

議橋工科大学

学 長

郭 声生

北京工業大学

学 長



中国北薫工立大学考日本前様工科大学合作埼交友ttF成中

中目北京工並大学神日本前様工科大学在夫千促士学未均教育交流方面答カ
以下tll成。

1、及方同意在相互理解神友好釣精神下,彼 鬼合作,由 此力「浜及ガ的友櫨。

2、垂丈宗密曲合作夫魚〕面大学庄咳北行教駅人員,研 究人員,学 生〕場t及

学ボ出版物的交流。双ガ庄核辻一方促辻械合汗友研究項ヨ以及共他斥た
約学ボ与教育交流.

3、此林波不亀合任紀立接基金,但是及方庄核尽可能支持閑大学的合作項目,

除十月有併成,原 則上,及 ガ庄核各自負担其自己参考此項目及汚親釣衆
輝。

4、此林波的具体実施虚核空式及方対沈埼林商,を 有始雲,及 方庄由相夫負
寅人答署実施春忘永。

5、通丈此美活功,両 大学庄核促士中口え問軸友遠,力 痴目え田的学木考文
化交流作出寅議.       ・

る、 (此林棋的数限六 5年 )此林状笙及力基宰以后F甲生数。若及方的任何一

方没有以ギ面形式重知対方中止比tal状,反 方虚核毎 5年鉄窓一文。

7、及方持任何一方可以提前6/1k月以申面′移式通知対ガ"在比林洸到期え前"

提出や止此lal棋。在比情塊下,笙 宝及方同意的項目或活勢虚核様照此梯
状軸条件盤銭送行,立 姿1完成。

此t34棋出中,日 ,英 三稗え宰作成。二和文字異有同等数力。及方各自持有各
和丈本一扮。
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五 考
日　
匁

答名i辻  幸 神

前′様工科大学校装

あぇ
昼拷:郵 声生
北京工立大学校枚



3.

AGREE酌 王EttTゴ OR COOPERATION AND EttCttANGE

BETttEN

BIEIこ真NG UNIttr玉至盈sITY OFl『 IECHNOL〈 )GY IN

PEOPLE'S ttEPUBLttC Or C亜 王NA

AND
MAEBASttIINST王 側 E OF TECttNOLOGYttN」 ぜ AN

Betting Unlvettsity of Technology in People's Republ艶 of China and醜 [をでも郷hi
lnstitute Of TechnologF in」 aparl enter into the lわ 1lowirag terE&S Ofこ 理rrett■entヽ 何ith

respect to furthering scholarly and educatiOnal elchangesロ

1.  Both tlniversities agree to cooperate in a spirtt of mutual understandittg an違

good鴫た1l aFldもo strengthen our ties of friendship・

2.  Tttrottgh ciose Flutua1 800peratio盈,both universities shall engage irl ettchanges of
faculty,researchers and ttudents,郷 well as scholartt pubhCttions.We shall
furtherrrlore act to develop jOint research prdects attd ttherBrlse prollote a bttoad
range of scholarly and educttional ettchangest

This abgrettnent does nもt inclttde any ttEttediate funding,hom―ever,bothとniverstties
shali support their joint prograョ農s,whenever it is feattible.In general,●ach side
shall bea‐r the c9主for tts participttiott in prttectS and aCtiVities unless otherwise
agreed upon.

In■pl弱nentation of this cRgreement・sh遼l be diもcussed and aD「reed btF both
instttutions.If nも cess盛 甲 ,a meIIIo臣 温 違LT.0■ lmplementatioA sh劇 lbe made tt the

appropriaもe repr?sent』抗ves of both parties,

Irhrough Such慰抗ivtties,both un持erstties shall promote friendship and goodwill

between People's Republic of China alld Japan and shall contribute to the academic

and c也比ural benefit ofboth r2ations.

6.This ttrettellt sh嵐 l become efSective簿 om the date of signing tt both parties and

shall be reviewed every five yる智s thereafter,unless either side notifies,in ttTttirlg,

the other ofits intention to terrainate it.

7,Either unttersity nttt terminate the軽 蚤reement in advancc ofits n岨 嗣 働中iratiOn

by prowiding the other university、ぼitll six lnonths'prior written lllotice,In this ctte,
the prograEl建扮Or the tttititttes)alreaむapproVOd tt both parties shali be allowed
toもe completed under the conditions of dtts襲 要eement・             フ

This present agreed is siglled in sil cOpies, two each in Chinese,Japanese and

Englishヌもhe three being equal貯▼理id・
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